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  会 議 録 

会議の名称 社会教育委員の会議（平成31年４月定例会）会議録 

開 催 日 時 平成31年４月22日（月）午後２時から午後４時まで 

開 催 場 所 保谷庁舎別棟Ｂ会議室 

出 席 者 

委 員：攝賀委員、長谷川委員、川原委員、木下委員、沼本委員、 

原委員、矢野（真）委員、矢野（尊）委員 

事務局：掛谷社会教育課長、江藤課長補佐兼社会教育係長、青木主事 

議 題 
（１）社会教育行政のあり方について 

（２）その他 

配 付 資 料 
資料１ (草稿)今後の社会教育行政の運営体制について（提言） 

資料２「３ 今後の社会教育行政の運営体制について」の方向性について 

記 録 方 法 □全文記録 □発言者の発言内容ごとの要点記録 ■会議内容の要点記録 

会議内容  

●平成31年３月の会議録について、承認する。 

●３月31日付けで議長が退任されたため、議長並びに副議長各１名を、互選により選出。 

 

 

（１）社会教育行政のあり方について 
○議 長：議事(２)「社会教育行政のあり方について」の議事に入る。「はじめに」から

「２ 今後の施策の方向」まで、前回３月の会議内容を踏まえ４月の起草委員

会で内容を確認したものを、起草委員会メンバ－がまとめあげてくれた。各自

確認をお願いしたい。内容について修正があれば、事務局へ連絡してほしい。 

               

○議 長：次に､「３ 社会教育行政の運営体制について」の議事に入る。起草委員会メ

ンバ一が各自意見をまとめてきてくれたので、まずは(1)これまで述べてきた

課題に対応するための組織体制について、意見を発表してほしい。 

 

○委 員：東京都生涯学習審議会の中間まとめにもあるように「総合学習課」のような

学校教育と生涯学習を結び連携して推進できる組織がよい。各種団体実施の

事業と社会教育分野が協働できる組織が望ましい。 

 

○委 員: 学校教育と社会教育は重複部分も多いので、分けた組織での対応は困難ではな

いか。社会教育は多くの意義があるので、人員配置拡充も急務だ。 

 

○委 員: 地域学校協働活動となっていくと、学校と地域は連携から協働へとより密接

になると思われるので、部を分けるとデメリットの方が多いと思う。 

○委 員: 「放課後子供教室」の推進には、学校教育と社会教育の連携・協力体制の構



 2 

築が重要。社会教育業務には、生涯学習の推進・情報収集・環境整備・地域

連携等があり、生涯学習のセンタ－的機能を果たす部署がよいと思う。 

 

○委 員: 現在は社会教育課、公民館、図書館が並列組織となっているが、社会教育課

に社会教育全体のコ－ディネ－ト機能を持たせることが必要だと思う。 

 

○委 員:「社会に開かれた教育課程」とは、社会や企業が求める子供の資質や能力を 

     高めるために、教員だけではなく地域も協力していくという学校マネ－ジメ

ントである。  

 

○委 員:「地域」「学校」「協働」を打ち出した組織がよい。 

               

○委 員: 社会教育の現在の機能に組織をマッチさせて流動的に変化させていくとよ

い。社会教育課は図書館や公民館等をコ－ディネ－トできる組織の形がよい

のではないか。市長部局との連携もしやすい組織にしてはどうか。  

 

○委 員: 生涯学習的事業は、社会教育課以外の各部署でも実施しているので、全体的

コ－ディネ－トができる組織にしていくべきだと考える。   

 

○委 員: 各部署や様々な団体が実施している社会教育的事業を、きちんと広報し全体

のコ－ディネ－トをしていく組織が必要。   

 

 

○議 長: では、次に「(2)これまで述べてきた課題に対応するための職員増員につい

て」意見の発表をお願いしたい。 

 

○委 員: 生涯学習のためのセンタ－機能をシステム化する等の役割を果たしていくた 

めには、多様な知識が必要のため、コ－ディネ－タ－よりス－パ－バイザ－ 

的人材を配置した方がよい。 

 

○委 員: 全庁的な統括ができる人材で、専業スタッフが配置できることが望ましい。 

     地域や庁内の核となる人材が必要。 

 

○委 員: １人の「人」の配置というだけではなく、センタ－的な機能と「組織」が必

要と考える。 

 

○委 員: 地域学校協働活動推進のためには、運営委員会を設置しコ－ディネ－タ－を

配置することが望ましい。さらに、社会教育課には統括機能をもつ統括コ－

ディネ－タ－の配置が必要なのではないか。 

 

○委 員: 生涯学習推進のためには、教育委員会と市長部局間の調整機能がある部署が 

     必要だ。 

○委 員: 役所の縦割りの事業展開をつなぐ組織が、生涯学習推進の面でも必要である。 
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○委 員: 指針や計画の検討の必要性、社会教育主事の専門性の必要性等の検討から組 

織の機能について考え提言をまとめていく。 

        

○委 員: 市民活動の支援をしているゆめこらぼや社会福祉協議会とも、更に連携しな

がら、地域・協働・学校活動等を進めて機能強化をしていくとよいのではな

いか。 

 

○委 員: 人材や後継者の育成が生涯学習の部分でも強く求められている。 

     市民の生涯学習を支援する生涯学習支援課のような名前の組織もよいかもし

れない。    

「ネットワーク化」「情報提供のメール化」「ハブとなる」等の機能をよ

り推進するための組織について盛りこんでいけばよい。 

 

○議 長: 以上の本日の議論を踏まえて、起草委員会メンバ－で文書をまとめ、協議の

うえ、次回の社会教育委員の会議でまとめあげたい。      

       

   

 

（２）その他 

次回の起草委員会開催について 

＊５月17日（金）午後１時30分から 

   

 

 

 

 

 

【次回会議】 ５月27日（月）午後２時 

保谷庁舎３階第２会議室 

 


